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「食のみやこ熊本県」創造推進ビジョン有識者会議について
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＜委員＞ ※五十音順

 熊本の農林畜水産物と食文化が持つポテンシャルを最大限に活用し、関係者が一丸となって高付加価値化や販路拡大を
推進し、「食のみやこ熊本県」を創造していくためのビジョンを、令和７年度６月頃までに策定予定。

 ビジョン策定にあたって有識者会議を設置し、食に関係する各分野の９名の委員と「特別アドバイザー」から、熊本の食の
強みや課題、今後目指すべき方向性について、御意見をいただきながら策定を進める。
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本日ご意見をいただきたい事項

各分野から見た

①熊本の「食」の強み

②熊本の「食」の課題

③取組みの方向性（ビジョン骨子案）
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１ 知事マニフェスト及びくまもと
新時代共創基本方針など
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知事マニフェスト（くまもと新時代を共に創る・県民への１０の約束）
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「食のみやこ推進局」の設置（R6.10.15～）

 スピード感を持って知事マニフェストに掲げた政策の実行に取り組んでいくため、 令和６年１０月に組織改正を行い、
円滑な政策の執行体制を整備

フードバリューチェーンにおける当局の主な所管



くまもと新時代共創基本方針及び総合戦略（R6.12月）

基本方針（抜粋）

第３章．基本理念

第４章．取組みの基本的方向性（４つの柱）

１ 子どもたちが笑顔で育つ熊本

２ 世界に開かれた活力あふれる熊本

３ いつまでも続く豊かな熊本

４ 県民の命、健康、安全・安心を守る

（抜粋）
基幹産業である農林畜水産業については、新たな技術も活用
した生産力の向上とともに、海外も視野に入れたブランド化、販路
拡大、さらには食文化を活かした観光誘客など「食のみやこ熊本
県」の創造に向けた取組みを推進します。

総合戦略（抜粋）

（施策３）「食のみやこ熊本県」の創造

県民みんなが安心して笑顔になり、持続的で活力あふれる
熊本の未来を共に創る

～世界に開かれた熊本、世界へ羽ばたく熊本～

①農林畜水産業の担い手確保・育成
○新規就農支援・親元就業促進 など

②稼げる農林畜水産業の実践
■生産性向上
○品種開発・生産技術の向上・DX・基盤整備・輸送（出荷）効率化
○飼養管理技術の高度化・国産飼料の確保 など

■高付加価値化
○地産地消、６次産業化、有機農業、ブランド戦略
○GI産品、「くまもとの赤」「くまもと黒毛和牛」等ブランド産品の更なる
高付加価値化と消費拡大

○企業と農業者、教育機関の連携による高付加価値産業の展開
（フードテック・アグリテックの中心地へ）

○新商品開発支援（アグリビジネス支援センター）／食品関連企業の育成
や誘致・県南フードバレー構想ステージ２の展開

○百貨店・レストランと連携した熊本フェア・ECサイトの拡充
○農林畜水産物の輸出拡大／海外における認知度向上
○県産酒の普及促進・海外輸出展開 など

■持続的発展
○化学肥料・農薬の削減・有機農業の推進による環境負荷低減
○悪性家畜伝染病の発生予防・まん延防止
○有害赤潮対策、有明海・八代海等の環境改善・水産資源の回復 など

 県政運営の最上位の方針である「くまもと新時代共創基本方針」と、これを具体化する「くまもと新時代共創総合戦略」を策定

施策１）「くまもとで働く」人材の確保・育成
施策２）世界に伍する産業拠点熊本の創出

施策３）「食のみやこ熊本県」の創造
施策４）スポーツ、観光、文化芸術の振興
施策５）交通の利便性向上

③食育の推進・食文化の発展
○家庭や学校での地産地消／郷土の食への愛着と誇りの育成
○こどもの農林漁業体験の推進し、食の生産者への関心度を高める
○世界に向けた熊本の食のショールームの役割を果たす複合リゾート施設誘致
○食と観光の融合を図り、国内外からの観光誘客を推進

※期間：令和6年度（2024年度）～令和9年度（2027年度）
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ビジョンで取組強化

ビジョンで取組強化
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２ 農林畜水産業・食関連産業の現状
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熊本県の農林畜水産業等の現状

 阿蘇などの山間地域から天草などの海まで、変化に富んだ地形や気候、また豊富な水資源の恵みを活かした多様な食資源
（農林畜水産物）が存在。また地域特有の食文化で育まれた県産酒や「からし蓮根」等、豊富な加工品も生産されている。

農
林
畜
水
産
業
の
現
状

<農業の現状>
○バランスよく多彩な営農 ⇒ 野菜、 畜産、 米・果樹等 が約1/3ずつ

○農業産出額 ：全国５位、九州２位（Ｒ5年 3,757億円）

○生産農業所得 ：全国２位、九州1位（R5年 1,５５４億円）
○収穫量日本一 ⇒ トマト、すいか、不知火類(デコポン)等
○施設園芸日本一

⇒ 施設面積、加温面積ともに全国の１割を占めており、全国１位。
平坦地から高冷地まで周年でリレーできる施設園芸産地を形成。

○全国有数の畜産県
⇒ 乳用牛や肉用牛で飼養戸数、飼養頭数ともに全国上位に位置し、

和牛の褐毛和種は生産量日本一
○GI制度登録産品数 全国１位 ⇒ 登録産品9産品（全国145産品）
〇農業参入企業件数 ： 253件（H21～R4）

⇒ 近年は、飲食・食品関連企業の農業参入が特に増加

<漁業の現状>
○全国有数の養殖県

全国２位 ⇒ マダイ、しまあじ、ふぐ類、
くるまえび

全国４位 ⇒ 真珠、まあじなど
○海面養殖業産出額 ： R４年 324億円

⇒ 全国５位、九州３位

<林業（特用林産物）の現状>
○全国有数の乾しいたけ生産県

⇒ 栽培きのこ類全体の産出額は20億円
（全国23位）。その内、乾しいたけは8億
円（全国3位）

＜農林畜水産物の輸出＞ 〇年々増加しており、R5年は122.4億円で過去最高⇒牛肉やいちご、メロンなどが人気

県
産
酒
等
の
現
状

＜県物産館及び銀座熊本館の県産品販売の状況＞
〇コロナ禍での厳しい販売状況を乗り越え、令和5年度は物産振興協会として6年ぶりに単年度黒字を達成

令和5年度売上額合計：414,942千円 対前年度比110％ 対令和元年度比102％

＜県産酒の状況＞
〇焼 酎：地理的表示保護制度（ＧＩ）指定を受けている球磨焼酎（組合加入27蔵）を中心に生産

本県課税数量 12,279㎘ 全国 392,427㎘ 全国順位6位
〇日本酒：吟醸酒の品質向上に大きく貢献した「熊本酵母」誕生の地として、酒造組合加入の10酒蔵を中心に生産

本県課税数量 973㎘ 全国 407,049㎘ 全国順位39位
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（参考）地域別の状況（熊本食材ガイドから抜粋）
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（参考）四季の野菜果物（熊本食材ガイドから抜粋）



（参考）「くまもとの赤」ブランド（熊本食材ガイドから抜粋）

12



13

（参考）熊本のグルメ

出典一部：
県公式観光サイト
「もっと、もーっと！くまもっと」
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食関連産業に取り組む意義

③１次産業から３次産業まで裾野が広い

①世界の食関連産業市場は右肩上がり ②日本食は海外でも人気、輸出も過去最高（引き続き上昇傾向）

④食料の安全保障への意識の高まり
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３ 県の取組みの振り返り



食のみやこ推進局事業の概要

販路拡大、地産地消等を組み合わせた産地間競争力の向上
○首都圏等ホテル・レストランにおける熊本フェアの展開（シェフ産地視察、ふるさと納税）

○SMTS（スーパーマーケットトレードショー）への出展・営業戦略支援

○JAグループとの連携によるトップセールス、首都圏等ｽｰﾊﾟｰ等の販路拡大

○地産地消（天草地域内流通体制の構築、社員食堂での県産食材活用促進）

○●首都圏をはじめとする大都市圏での多様な販売機会の創出

（くまもとモン×福岡天神ジャック、大阪梅田ジャック、東京銀座ジャック）

●球磨焼酎の販路拡大や県産酒の普及・PR（県酒造組合支援）

●県内での物産フェア＆大商談会の開催

農産物の加工、新商品開発、6次産業化等ブランド戦略の磨き上げ
○農産物等加工協議会による新商品開発支援、アドバイザー派遣
○地域資源ブランド力向上支援（GIや商標取得等協働体制の構築）
○６次産業化・イノベーションによる高付加価値化（地域農産物加工施設等整備）
○【アグリビジネス支援センター】専門家を活用した高付加価値商品の開発支援・センターのPR強化
●百貨店をターゲットにした県産品のブラッシュアップ支援（統一パッケージや高付加価値化）
●農商工連携による開発商品の商談会出展支援

②加工・新商品開発

企業の農業参入の促進による担い手確保・経済効果
○企業参入トータルサポート（初期投資＋規模拡大支援）
○農業参入受入体制整備（デジ田／市町村とのマッチングや誘致活動展開）

①生産

「県南フードバレー構想」の展開等
○加盟企業との連携による地域農産物や加工品の
更なるブラッシュアップ

○食関連企業の誘致・育成

認知度向上に向けた大手企業との連携推進
○県産品を活用した製品開発、販売ＰＲ
（湖池屋、ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝなど）

④企業等との連携

「食」関連企業の参入促進

③-1 流通・販売・消費（国内）

ターゲット市場の拡大・マーケットインの取組みによる輸出を促進
●輸出向けHACCP対応施設整備支援
●新たに海外輸出に取り組む事業者等の掘り起こし
●現地における県内企業の海外展開に向けた調査や商談サポート等の実施
●海外でのプロモーション活動・JETROとの連携強化
●台湾への輸出促進及び新規国での輸出展開に向けたテスト販売

③-２ 流通・販売・消費（海外輸出）

熊本の豊かな食文化を活かし、熊本の農林畜水産物の ①生産、 ②加工・新商品開発、 ③流通・販売・消費（国内・海外輸出）の各段

階における価値の向上や、 ④企業等との連携 に至る あらゆる可能性を含めた磨き上げを行い、高付加価値化を進める。
取組方針

稼げる農林畜水産業を実現し、「食のみやこ熊本県」を創造

○流通アグリビジネス課事業
●販路拡大ビジネス課事業
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これまでの農林畜水産業等の主な取組（地産地消・高付加価値化・販路開拓等）
 ブランド化や国内外での知事トップセールス、百貨店等の熊本フェアの開催などに取り組み、農業産出額、生産農業所得は上

位をキープ。
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H24～H27 H28～R1 R2～R6

農林畜水産
業のブランド
化

販路開拓
トップセールス
観光誘客

・「くまもとの赤」ブランド
全国発信（H24～） ・いちご新品種

「ゆうべに」本格デビュー
（H28）・くまもと県南フードバレー

構想策定（H24）

・アグリビジネスセンター
開設（H26）

・くまもと「食の」大地親善
大使等制度開始（H25～）

・阿蘇地域世界農業
遺産認定（H25）

・「くまもとあか牛・菊池
水田ごぼう」GI登録
（H30）

・フードバレーブランド
「RENGA」誕生
（R1）

・山江栗GI登録
（R5）

くまもと黒毛和牛
ブランド統一
（R2）

県産あさり「熊本モ
デル」の開始
（R4）

「くまもとのアグリ＆フード」
サイト開設（R3）

くまもっとうまか応援店
制度開始（R3）

くまもとモン×〇〇
プロジェクト開始
（R4～）

・「くまモンのほっぺ紛失事
件」キャンペーン（H25）

・熊本デスティネーション
キャンペーン（R1）

熊×熱プロジェクト開始
（R5～）

・熊本県アジア事務所（シンガポー
ル）開設（H25）

・熊本香港事務所開設（H27）

・熊本上海事務所開設（H24） ・「くまもとグルメツーリズム」
プロジェクト（H28)

国内（主に首都圏）・海外（台湾、シンガポール、香港、タイ、中国、アメリカ、フランス等）におけるトップセールス（農畜水産物、加工品、酒等）
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熊本県における農林畜水産業関連のデータ

農業産出額

輸出実績額

生産農業所得

6次産業販売金額

全国5位 全国6位

全国5位

全国4位

全国5位
全国6位

全国５位

過去最高

全国2位

全国4位

（億円）
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４ 「食のみやこ」に関する事例
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様々な「食のみやこ」に関する取組み・事例（①都会・文化型）

 大阪府（「天下の台所」、食の発祥の地、多様な食文化）  福岡県（レストランの充実、屋台文化）

出典）大阪商工会議所「食の都大阪」情報サイト

出典）福岡市ホームページ
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様々な「食のみやこ」に関する取組み・事例（②地方・食資源型）

 北海道（農業産出額全国１位）  鹿児島県（農業産出額全国２位）

出典）鹿児島市ホームページ

出典）北海道ホームページ
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様々な「食のみやこ」に関する取組み・事例（③各地域での取り組み）

 鳥取県（食のみやこ → 食パラダイス）  京都府（道の駅 丹後王国「食のみやこ」）

出典）鳥取県公式サイト 出典）丹後王国「食のみやこ」＜公式サイト＞
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様々な「食のみやこ」に関する取組み・事例（④海外事例）
 スペイン サンセバスチャン

（「食」で観光客を呼び込むため、地域ぐるみで食に関するレシピを共有→「ヨーロッパの美食の都」へ）

出典）いすみ市ホームページ

出典）東九州バスク化構想延岡推進協議会ホームページ
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５ 農・食に関するデータ及び分析
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H22

H27

H30

R１

R２

R３

R４

R５

地産地消に関心があり、なるべく県内農林水産物を購入

地産地消に関心があるが、県内農林水産物にはこだわらない

特に関心がない

(資料)県民アンケート調査結果

熊本県民の農・食への関心度

 総務省家計調査で、熊本市が全国１位の品目は「合いびき肉」、「マヨネーズ」、「マヨネーズ風調味料」、「鶏肉」。 （2021～
2023年平均の品目別「年間支出金額」又は「年間購入数量」 ）

 「地産地消に関心があり、県内農林水産物を購入する」県民の割合が低下傾向。

※家計調査の1世帯当たり品目別年間支出金額及び購入数量（二人以上の世帯）のデータ。2021
年～2023年平均の品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市のランキングを集計
※太字が１位の品目

【総務省家計調査】 【県民アンケート調査結果（地産地消）】（※)

【消費支出とエンゲル係数】

24



農業産出額と他調査のランキングとの比較

25

【令和５年農業産出額】

（※引用）
「地域ブランド調査2024」(株式会社ブランド総合研究所調べ)

【食事がおいしい都道府県
ランキング２０２４】 熊本をはじめ、農業産出額が上

位の都道府県（北海道を除く）
は、食事がおいしい都道府県ラン
キング、都道府県「観光意欲度」ラ
ンキングでは上位に位置してい
ない。

（※)

【都道府県「観光意欲度」
ランキング２０２４】 （※)

◆調査概要◆
調査方法：インターネット調査
回答者：年齢20代～70代の消費者を男女別、各年代別、地域
別にほぼ同数ずつ回収。
※日本の縮図になるように、年齢や地域人口の分布にあわせて再
集計（ウェイトバック集計）。

有効回収数： 34,813人
※１人の回答者は市区町村の調査票の場合20の地域について
回答。1地域の平均回答者数は約624人
※同じく都道府県の調査票の場合は12または13の県について回
答。1地域の平均回答者数は約903人

調査対象：全国1,000市区町村
（全792市＋東京23区＋185町村）と47都道府県

調査時期： （市区町村）2024年6月24日～7月8日
（都道府県）2024年9月3日～9月5日



食のイメージ調査2024（食のイメージがある都道府県・思い浮かぶ品目）

26

 「食のイメージがある都道府県」で熊本県は２５位。個別品目についても２０位前後～１０位前後（乳類/ハムソーセージ類は４
位）であり、農業産出額が全国５位であることからすると、県民の期待感より低い順位となっている。

 一方で低順位はいずれも品目もないことから、一定の認知・ファン層は獲得しており、高いポテンシャルがある。

（引用）「食のイメージ調査2024」(有限会社永瀬事務所 バイヤーズ・ガイド事業部 調べ)
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熊本県の食に関するSWOT分析

プラス要因 マイナス要因

内
部
環
境

外
部
環
境

Strength 強み Weakness 弱み

Opportunity 機会 Threat 脅威

 豊かな自然と水資源
 バランスよく多彩な農林畜水産物
 豊かな食文化
 農業関連教育機関（農業大学校ほか）
 500年の伝統を持つ球磨焼酎

 人口減少・担い手不足
 燃料費・飼料代・輸送コストの高騰等
 技術サイクルの加速・競争の激化

 食料の安全保障への意識の高まり
 輸出の増加・海外における日本食人気
 国内外の観光需要の増加
 台湾との交流の活性化
 フランスDijon市や食品産業イノベーションクラ
スター「VITAGORA」との交流

 県民の認知度・関心度が高くない
 ブランディングの不足（食のイメージ。突出した
もの）

 食を消費する場所が少ない。
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６ ビジョン骨子案及びスケジュール



・豊富でバランスのよい営農（野菜、畜産、果実等）
・農業産出額全国５位（６次産業化全国４位など）
・首都圏等へ多くの農産物を流通・販売
・輸出の増加

・担い手の減少
・生産資材価格等の高騰・価格転嫁への対応
・地産地消行動の低下・県民の食関心度の不足
・「食」のイメージ・認知度不足
・国内外からの観光客の増
・世界の飲食料市場規模の拡大・輸出増加

（課題）
○担い手の確保・育成
○生産性の向上

●県民の食関心度の向上（地産地消、食育）
●高付加価値化（６次産業化・ブランド戦略）
●販路拡大に向けたPRの強化
●輸出の拡大
●観光客の食の消費拡大（レストラン等の充実）
●農・食関連産業の集積

第二章 農と食を取り巻く情勢と課題

熊本の食で世界の胃袋をつかみ、農・食関連産業が活性化しながら県民が豊かになる

・ 農・食関連産業は生産・加工・流通から観光業ま
で裾野が広く、雇用の創出や経済発展に大きく寄
与する重要な産業。

・ 日本の食を支える本県のポテンシャルを最大限
に活用し、関係者が一丸となって農林畜水産物
等の高付加価値化や販路拡大を推進していくた
め、 その道標となるビジョンを策定するもの

★1-1 県民が熊本の食の豊かさを再発見
★1-2 食の関係者が集う「食のみやこ」ネットワークの

構築
★1-3 地域に根差す料理人の育成

1-4 地産地消の推進
1-5 食育・学校給食の充実
1-６ 食文化の継承・食農体験の推進

★2-１ 食をフックとした観光誘客の促進
★2-2 県内のプレミアムなレストラン・料理人のPR

2-3 ６次産業化（加工・新商品開発）支援
（県南フードバレー構想ステージ２の展開）

2-4 くまもとブランドの戦略的なPR
2-5 販路開拓（百貨店・レストラン等でのフェア）
2-6 輸出拡大支援と海外認知度向上
2-7 官民による食を消費する機会の創出

★3-1 地域内生産物を活かす企業・研究開発機能等
の集積等
（県南フードバレー構想ステージ２の展開）

★3-2 産学官連携によるフードテック・アグリテックの
展開

 関係機関連携による推進体制の構築

【計画期間】R7～R9年度（『くまもと新時代共創基本方針』と同終期）

目指す姿

ビジョン策定の主旨

第一章 熊本の農林畜水産業

第三章 方針 第四章 方針実現に向けた取組み

熊本の「食」の基盤の構築

～買いたくなる・訪ねたくなる～

１

２

３ 農・食関連産業の集積とイノ
ベーション

第五章 ロードマップ

各方針★を重点取組みとしながら、これまでの取組
みはさらに強化していく。

第六章 推進体制

ビジョンで
定める項目

高付加価値化と消費拡大

～県民が食を知る・
食でつながる～

～食を起点とした新産業が活性化する～

「食のみやこ熊本県」創造推進ビジョン（骨子案） R7.2.17食のみやこ推進局
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ビジョン策定に向けたスケジュール

30

 本日の有識者会議でいただいた意見を踏まえ、ビジョンの素案を作成。

 同時に県内外に「食のみやこ熊本県」を発信してくためのロゴマークの作成を進める。（公表時期未定）

 令和７年４月～５月頃に第２回有識者会議を開催し、ビジョンの素案に対して御意見をいただく。

 その後、パブリックコメントを実施し、令和７年６月頃に完成・公表を目指す。

＜スケジュール＞



小山薫堂特別アドバイザーからの意見概要

➣ 「食のみやこ」の創造に向けて、覚悟を決めてどれだけしっかり続けていくかが重要。継続が価値につ
ながっていく。

➣ 全ての政策をイチから作り上げるのは大変なので、過去や他地域の取組みを参考にして、良いところを
取り入れたり、場合によっては一緒に取り組むほうがよい。

➣ おいしい食材を生かす料理人の力は重要。影響力のある料理人に熊本を好きになってもらえると、販
路拡大につながる。

➣ 単に食で観光を呼び込むだけでなく、食を通して、県民に幸福感をもたらすことが大切。

➣ 熊本の食を県外の人に発信できる仕組みを作れないか
（各地域のマラソン大会との食コラボ、空港の発信基地化、上之裏への迎賓館設置、郷土食をふるまう
食の名人宅への民泊など）

➣ 各地で食に関して特色ある拠点を官民連携して整備していってはどうか
（天草なら寿司大学、〇〇なら〇〇など）

➣ 県庁自身が「食のみやこ」を推進するため、しっかり旗振り役をすべきではないか
（県庁食堂を日本一美味しい食堂にする宣言、〇〇など）

➣ 「食のみやこ熊本県」創造に向けた○○（個）のプロジェクトと題して明確にナンバリングして事業に取り
組んではどうか。

R7.2.17 食のみやこ推進局
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